
【ロジックモデル】 

■ロジックモデル                                  
 
政策の基本目標３ ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 

◆基本施策３－３ 魅力ある農林業の振興 

 

  

農
業
を
し
た
い
と
思
う
ま
ち 

農業生産力が高
まり、農業所得
が向上し、北上
ブランドの確立
とともに、競争
力ある産地が形
成されている 
 
＊農業所得が向
上し、新たな就
農者が生まれ、
安定的な農業経
営ができる環境
がある 

水田の大区画化
や機械化等によ
る効率的な生産
体 制 が 整 備 さ
れ、生産コスト
が低減されてい
る 

国営造成施設管理体制整備促進事業 

いわて地域農業マスタープラン実践支
援事業、強い農業づくり交付金事業、経
営体育成支援事業 

経営体育成基盤整備事業 

認定農業者等の経

営能力が向上し担

い手への農地集積

等地域の実情に応

じた生産体制が構
築されている 

農地中間管理事業、強い農業づくり交付
金事業【再掲】 

人・農地問題解決加速化支援事業 

北上ブランドが
確立され、競争
力が高くなって
いる 

きたかみ牛消費拡大推進協議会補助
金 

北上地域ブランド推進事業、農産物ﾌﾞﾗﾝ
ﾄﾞｱｯﾌﾟ対策事業 

新技術の導入や
安定した転作田
の活用により、
生産力・農業所
得が向上してい
る 

アスパラガスブランド強化事業費補助
金、高収益作物拡大事業費補助金 

経営所得安定対策推進事業補助金 

農業中間支援事業（新規） 
北上地域ブランド推進事業【再掲】、６次産
業化支援事業費補助金【再掲】、食とまちづ
くり PR事業【再掲】 

きたかみ牛消費拡大推進協議会補助
金【再掲】 
 

北上地域ブランド推進事業【再掲】、新事業
創出支援事業【再掲】 

食とまちづくり PR 事業【再掲】 

ふるさと便ＰＲ事業、農業中間支援事
業【再掲】、きたかみ牛消費拡大推進
事業費補助金【再掲】 

アスパラガスブランド強化事業費補助金
【再掲】、高収益作物拡大事業費補助金
【再掲】、いわて地域農業マスタープラン実
践支援事業【再掲】 

産業連携推進事業 

産業連携推進事業【再掲】、きたかみ
農楽校事業 

農地水環境保全向上対策交付金、北
上市産地形成土づくり支援事業 

農業用廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ適正処理費補助金 

きたかみ農楽校事業【再掲】 

市民農園設置事業 

中山間地域等直接支払交付金 
 

林道・作業道整備事業 

林業振興事業、造林補助金交付事業、
森林病害虫等防除事業 

企業の森整備事業、緑化推進事業等 

付加価値の高い
農産物の生産・
加工販売が活発
化し、流通が拡
大している 

市民が農業の大
切さを理解し、
地域全体で農業
を支え、安心安
全な食料が提供
されている 

消費者が地元食
材に対する理解
を深め、地元の
新鮮な農産物が
地元で消費され
ている 

環境に配慮した
生産体制が構築
され、安心・安
全な農作物が提
供されている 

農業者と消費者
の 交 流 が 深 ま
り、魅力ある農
村環境が維持保
全されている 

里山・農村など
の保全・整備に
よって、自然と
の共生を維持す
ることができる
【再掲】 

豊かな森林資源
が適正に保全さ
れ、多様な価値
が活用されてい
る 

林業・林産物の生
産・流通環境が向上
し、生産性が高くな
っている 

森林が適正に保全
され、水源かん養や
土砂災害防止等の
公益的機能が充分
に発揮されている 

生産コストの低減 

農地集積による効果的
な農業促進 

ブランド産地の確立 

新技術・新品種への挑戦 

転作田の活用 

特産品の高付加価値化 

消費者が求める商品開
発 

新たな流通の開拓 

大量生産体制の整備 

地元食材の供給体制の構築 

食育の推進 

環境保全型農業の推進 

環境に配慮した競争力ある
産地形成 

農業と農村の魅力発信 

農業の多面的機能の維
持・発揮 

需要者のニーズに合った製品を安定
的に供給する体制づくり 

生産基盤の整備 

木材等林産物の供給体制の整
備 

公益的機能の保全・活
用 

農業の生産性向上 

農産品の高付加価値化
と新たな流通の開拓 

地産地消の推進 

環境保全型農業の推進 

魅力あふれる農山村の
確立 

森林資源の保全と多様
な価値の活用 

施 策 方 向 事 業 
直接の効果 
(短期成果) 中期成果 

長期効果 
(最終成果) 

農地パトロール事業 

※ ロジックモデルとは、それぞれの施策がその目的を達成し、成果を上げるまで
のプロセスを論理的に説明（確認）するためのツールです。 


